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第５章 対策・施策 

１  自然災害・沿岸域 
２  健康 
３  農業・林業・水産業 

４  水環境・水資源 
５  自然生態系 
６  経済活動・市民生活 

めざす姿 

● 自然災害による被害の防止、軽減が図られている 
● 健康に与える影響を把握し、予防・対処されている 
● 気候変動が自然環境や生活等に及ぼす影響を把握し、リスクに備えて

いる 
 

第７項 温暖化による影響の回避・低減（適応策） 

近年、猛暑や豪雨の増加、それに伴う農作物の品質低下や熱中症リスクの増加など、気候変動

によると考えられる影響が全国各地で現れています。個々の気象現象と地球温暖化との関係を明

確にすることは容易ではありませんが、今後、地球温暖化の進行に伴い、気温上昇や大雨による

リスクは更に高まることが予測されており、新たな科学的知見のもと、見直しを行いながらリス

クを評価し、備えることが重要です。 

 

 

 
 
 

 

１ 国等の動き 

気候変動への対処 

現在生じている、また将来予測される被害の回避・軽減等を図る気候変動への適応に、 
多様な関係者の連携・協働の下、一丸となって取り組むため、地域気候変動適応計画の策定
や、地域における情報収集・提供拠点整備などを、いわゆる気候変動適応法に位置づけ 

  

幅広い分野での適応策 

「気候変動適応計画」が改定され、防災、安全保障、農業、健康等の幅広い分野での 
   適応策が拡充 

 

２ 取り組む分野 

市域に関わる気候変動の影響について、国の気候変動影響評価を踏まえ、６つの分野で、 

取組みを推進します。 
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第５章 対策・施策 

３ 分野ごとの主な取組み   

１      自然災害・沿岸域 
 

【福岡市で懸念される影響】 

○ 河川や下水道施設の能力を上回る短時間強雨や大雨による水害の発生 

○ 大雨の増加によるがけ崩れなどの土砂災害の発生 

○ 海面水位の上昇や台風強度の増加による、高潮・高波リスクの増大 
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第５章 対策・施策 

２      健康                             

 

【福岡市で懸念される影響】 

○  気温上昇による熱中症患者の発生数、救急搬送数の増加 

○  熱ストレスの増加による、だるさ・疲労感・熱っぽさ・寝苦しさなど健康影響の増加 

○  感染症を媒介する節足動物の分布域変化による節足動物媒介感染症のリスクの増加 

○  大気汚染物質の生成反応促進等による、光化学オキシダント等の濃度変化に伴う 
健康被害の増加 

 

 

３      農業・林業・水産業                          

 

【福岡市で懸念される影響】 
○ 高温、多雨あるいは少雨による生育不良、品質の低下、収量への影響 

○ 気温の上昇による家畜の生産能力、繁殖能力の低下 

○ 気温上昇や水ストレスによる樹木の成⾧抑制、森林病害虫の分布拡大 

○ 藻場の減少や回復の遅れ、海水温の上昇による漁場の変化 
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第５章 対策・施策 

４      水環境・水資源                            

 

【福岡市で懸念される影響】 

○  降水パターンの変化に伴う河川への土砂流入量増加や水温上昇による、河川、 

沿岸域・閉鎖性海域の水質の変化 

○ 無降水日数の増加による、渇水のリスクの上昇 

○ 海面水位の上昇による、地下水の塩水化 
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第５章 対策・施策 

５      自然生態系                            

 

【福岡市で懸念される影響】 

○  動植物の分布域やライフサイクルの変化、種の絶滅を招く可能性 

○  外来種の侵入や定着率の変化 

○  ソメイヨシノの開花日の早期化、落葉広葉樹の着葉期の⾧期化、紅葉開始日の変化や 
色づきの悪化 
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第５章 対策・施策 

６      経済活動・市民生活                          

 

【福岡市で懸念される影響】 

○ 大雨・台風・渇水等による各種インフラ・ライフラインの遮断、事業活動継続への影響、 
災害廃棄物の大量発生 

○ 気温上昇による都市部におけるヒートアイランド現象の進行 

 




